
昨
年
十
二
月
二
四
日
に

結
審
し
た
鉄
建
公
団
訴
訟

控
訴
審
判
決
を
控
え
、
重

要
局
面
を
迎
え
て
い
る

「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
」
の

早
期
解
決
に
向
け
、
闘
争

団
、
家
族
な
ど
の
上
京
行

動
と
合
わ
せ
、
政
府
に
対

し
て
決
断
を
迫
る
大
衆
行

動
が
国
会
前
を
中
心
に
展

開
さ
れ
て
い
る
。

「
３
月
期
行
動
」
前
半

は
三
日
か
ら
十
八
日
ま
で

の
十
二
回
、
後
半
は
二
四

日
か
ら
四
月
一
日
ま
で
の

七
回
、
宣
伝
行
動
や
地
裁
・
高
裁

前
行
動
、
議
員
会
館
前
行
動
、
鉄

道
・
運
輸
機
構
前
行
動
、
議
員
要

請
行
動
な
ど
が
展
開
さ
れ
る
。

な
お
、
四
月
一
日
は
「
国
鉄
分

割･

民
営
化
か
ら
二
十
二
年

４
．

１
集
会
」
が
開
催
さ
れ
る
予
定
。

秋
田
地
本
か
ら
は
本
部
要
請
に

応
え
、
こ
れ
ら
の
行
動
に
延
べ
十

七
名
を
派
遣
す
る
こ
と
と
し
、
取

り
組
ん
で
い
る
。

四
日
、
「
採
用
差
別
国
労
訴
訟

第
九
回
裁
判
」
に
伴
う
行
動
が
あ
っ

た
。
午
前
中
、
東
京
地
裁
前
で
集

会
を
開
催
し
た
後
、
午
後
か
ら
の

裁
判
傍
聴
に
臨
ん
だ
。

こ
の
日
は
、
女
性
一
名
を
含

む
原
告
四
名
が
意
見
陳
述
に
立

ち
、
国
鉄
当
時
の
仕
事
や
「
意

識
改
革
」
と
い
う
名
の
脱
退
工

作
、
不
採
用
を
告
げ
ら
れ
た
二

月
十
六
日
の
思
い
、
家
族
と
共
に

苦
労
し
て
き
た
二
十
二
年
間
の
思

い
な
ど
生
々
し
い
陳
述
が
行
わ
れ

た
。「

首
切
ら
れ
て
二
十
二
年
。
私

は
六
十
二
歳
に
な
り
ま
す
。
国
会

で
出
さ
れ
た
付
帯
決
議
は
何
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
全
国
の
労
働

委
員
会
で
出
さ
れ
た
命
令
は
何
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
全
国
の
地
方

議
会
意
見
書
は
何
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
勧
告

は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

私
の
人
生
は
何
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
社
会
正

義
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
ど
う
か
貴
裁
判
所
に
お

い
て
公
正
な
判
決
を
切
に
お
願

い
し
、
私
の
陳
述
を
終
わ
り
ま

す
。
」
（
堤
正
弘
さ
ん
の
陳
述

よ
り
）

原
告
側
意
見
陳
述
は
こ
の
日

を
も
っ
て
三
四
名
が
終
了
。
次

回
以
降
は
原
告
側
二
名
の
証
人

尋
問
が
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
（
五

月
二
十
日
は
闘
争
団

全
国
連
絡
会
議:

神

宮
議
長
、
七
月
十
五

日
は
札
幌
闘
争
団:

牧

田
団
長
）
結
審
は
す

で
に
九
月
三
十
日
と

決
定
し
て
い
る
。

裁
判
終
了
後
は
場

所
を
交
通
ビ
ル
に
移

し
、
陳
述
に
立
っ
た

四
人
の
原
告
と
弁
護

団
も
加
わ
っ
て
裁
判

報
告
集
会
が
開
催
さ

れ
、
政
治
解
決
を
求

め
る
闘
い
と
合
わ
せ
、

裁
判
闘
争
も
し
っ
か

り
闘
っ
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
あ
っ
た
。

（
Ｓ
）

秋
総
車
セ
支
部
が
潟
上
市
の
三

月
議
会
に
提
出
し
て
い
た
「
Ｊ
Ｒ

不
採
用
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め

る
陳
情
書
」
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
「
陳
情
書
」
は
衆
参
両
議

長
を
始
め
、
関
係
大
臣
に
対
し

Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
解
決
を
促

す
意
見
書
提
出
を
求
め
る
も
の

で
、
秋
田
県
で
は
市
町
村
合
併

以
降
初
め
て
と
な
る
も
の
で
す
。

他
の
自
治
体
の
関
係
で
は
、
男

鹿
市
、
秋
田
市
、
横
手
市
、
弘
前

市
な
ど
に
同
じ
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
（
※
男
鹿
市

は
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
）

第36号 こくろう秋田 2009年3月13日

こ
く
ろ
う
秋
田
国鉄労働組合

秋田地方本部

(秋田市中通

７－2－21）

018-832－3775

発行責任者

瀬下 一司

編集責任者

佐藤 浩一

６
日
、
仙
台
市
民
会
館
を
会
場
に
国
労
東

北
協
議
会
と
東
日
本
本
部
が
共
催
す
る
恒
例

の
「
国
労
東
北
総
決
起
集
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
東
北
３
地
本
か
ら
結
集

し
た
仲
間
４
０
９
名
。
秋
田
地
本
か
ら
は
２

４
名
の
組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
橋
本
議
長
が
挨
拶
に

立
っ
た
後
、
来
賓
の
方
々
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
連

帯
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
宮
城
県

平
和
労
組
会
議:

及
川
議
長
、
社
民
党
宮
城

県
連
合:

田
山
副
幹
事
長
、
日
本
共
産
党
宮

城
県
委
員
会:

加
藤
政
策
委
員
長
）
ま
た
、

東
北
交
運
労
協:

高
橋
議
長
か
ら
は
連
帯
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
日
本
本
部
伊
藤
委
員
長
が
あ
っ

せ
ん
申
請
を
め
ぐ
る
経
過
や
信
濃
川
取
水
問

題
な
ど
東
日
本
本
部
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ

い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
本
部
濱
中
書
記
長
が
「
Ｊ
Ｒ
不

採
用
問
題
の
現
状
と
０
９
春
闘
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
重
要
局
面
を
迎
え

た
こ
の
時
期
に
政
府
に
対
し
て
解
決
を
迫
る

大
衆
行
動
を
全
力
で
成
功
さ
せ
よ
う
と
訴
え

ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
地
本
（
秋
田
は
渡
邉
書
記
長
）

と
東
北
貨
物
協
議
会:

岩
井
議
長
が
そ
れ
ぞ

れ
決
意
表
明
を
行
い
、
瀬
下
副
議
長
の
音
頭

で
“
団
結
が
ん
ば
ろ
う
”
を
唱
和
し
デ
モ
行

進
に
移
り
ま
し
た
。

デ
モ
行
進
は
近
年
に
な
い
生
憎
の
雨
天
の

中
、
定
禅
寺
通
り
か
ら
一
番
町
、
青
葉
通
り
、

駅
前
へ
と
「
春
闘
勝
利
」
「
派
遣
・
契
約
社

員
の
雇
用
を
守
れ
」
「
Ｊ
Ｒ
の
安
全
を
」

「
消
費
税
増
税
反
対
」
な
ど
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
繰
り
返
し
な
が
ら
貫
徹
し
ま
し
た
。

工
作
と
貨
物
協
議
会
は
仙
台
地
本
に
お
い

て
そ
れ
ぞ
れ
恒
例
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
解

決
を
求
め
る
陳
述
書
」
を
採
択
！

潟
上
市
議
会

信
濃
川
不
正
取
水
問
題

☆
水
口(

み
な
ぐ
ち)

を

広
げ
て
落
と
し
た
信
頼
度

☆
信
頼
も

オ
ジ
ャ
ン(

小
千
谷)

と
な
っ
た
発
電
所

―
猪
兵
衛
太
―


